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１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか

どうか

長谷川 裕一

津 上 賢 治

村 瀨 廣 記

2020～2021年度国際ロータリーのテーマ

ROTRY CONNECTS THE WORLD

令和２年７月１０日（№．２） No．2290

■本日の例会プログラム

●ロータリーソング（四つのテスト）

●会長の時間 ゲスト･ビジター紹介

●会務報告

●各委員会報告

●誕生祝

●卓話

「理事就任挨拶」

■次回卓話（７月１７日）予定

「各委員会委員長就任挨拶第１部」

■前回例会の記録（７月３日）

◇出席報告 出席委員長

当 日 ７月３日 前々回 ６月１９日

会員総数 ６７名

免除会員数（９名中） ８名

出席会員数 ４８名

ゲ ス ト ０名

ビ ジ タ ー ０名

合 計 ５６名

出 席 率 ８４．８５％

会員総数 ７２名

免除会員数(１１名中） ８名

出席会員数 ４５名

メークアップ １６名

欠席会員数 ０名

合 計 ６９名

修正出席率 １００％

●ジムノペディ１番 / E．サティ

●シェリート・リンド / メキシコ民謡

●ケ・セラ・セラ / L.ストーン

●乾杯 / 長渕 剛

３日（金） 「会長・幹事就任挨
定例理事会：例会終了後ボールルームA

クラブ協議会：１８時ザ・八仙閣
１０日（金） 誕生祝 「理事就任挨拶」
２４日（金）「休会」祝日につき
３１日（金）「納涼家族懇親会」

１８時：３階 ボール・ルーム
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会長報告

●会長・幹事バッジ引継ぎ式

・２０１９年度 佐々木健一会長より２０２０年度 長谷川裕一会
長へバッジが引き継がれました。

・２０１９年度 松尾幸靜幹事より２０２０年度 村瀬廣記幹事へ
バッジが引き継がれました。

●第１号ビジターへの記念品の贈呈はございません。

●米山記念奨学生アレクサンダー ジェイソンマーク君に奨学

金が渡されました。

●２０１９年度会長 佐々木健一会員、２０１９年度幹事松尾

幸靜会員に記念品が贈呈されました。

●２０２０年度の理事・役員のご紹介がありました。

mailto:ftonanrc@fukuoka-serc.org


『合言葉：ＷＡＴＣＨ ＷＯＲＤ』 “ずっと先まで、お役に立ちたい！”

『目標：ＴＡＲGET』 “奉仕活動のトップランナーになります！”

ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 磯本昌章 ： 副委員長北川忠嗣： 委員 ：川崎勝彦・池内比呂子・西 洋一・田代幸英・小林 宰

各委員会報告

●ネパールプロジェクトＧＧ委員会／深澤委員長

ネパールＧＧプロジェクト実施サイト周辺に居住する困窮
世帯の支援について、資料に記載の趣旨を踏まえ、募金
にご協力をお願いします。

募集期間につきましては、7月10日までとしておりますの

で、別紙寄付申込書に記載の銀行口座へお振込みをお願
いいたします。

なお、支援目標金額は80万円としております。

長谷川裕一会長就任挨拶

・名誉ある福岡東南ロータリークラブの第51代会長にご

指名いただき、身に余る光栄と共に、その重責に応える
ことができるか、不安でいっぱいです。

・昨年度は、栄えある50周年を迎え、佐々木会長のもと

周年事業を始め、数々の誇り高き事業に感動あふれる成
果を挙げられました。

・そして、ロータリーの「超我の奉仕」を基に、中核的価値
観「親睦・高潔性・多様性・奉仕・リーダーシップ」を会員と
共に発揮されました。

・会員のお一人おひとりの「超我の精神」によりまして、ご
活躍されますことを思い、肩を張らずに会員の皆様方の
お助けの上に、非力ではございますが精一杯、お役に立
てますよう励んでまいります。

・今年度のクラブ方針を申し上げるにあたり、まず、今期
ＲＩ会長のテーマと2700地区ガバナーの年度方針につい
てご紹介いたします。

・ホルガー・クナークＲＩ会長は、取り組みべき課題として
①いかにしてロータリーを成長させることができるか、②
いかにして現会員を維持し、クラブにふさわしい新会員を
募れるか、③いかに組織を強くできるか、であって、今行
動を起こさなければなりません。

・そして、ロータリーも成長し、より強く、適応力を高めるた
めに、変わらなければなりません。やるべきことは新たな
クラブのモデルを作り、会員であることの意味を改めて考
え直すことです。

・私たちの年度のテーマは、「ロータリーの機会の扉を開く」
です。

・2700地区 古賀ガバナーは、ＲＩ会長のメッセージを受け、
「日本のロータリー100周年 新しいロータリーは機会の
扉を開く」を地区テーマとされました。

・本年は2700地区にとって新しく生まれる第一歩の年になり

ます。それを実現するために新しいロータリーの機会の扉を
開いていただきたいとされています。

・これらの提言を踏まえ、２０２０～２０２１年度福岡東南ロー
タリークラブ会長としての方針は、「会員を大切に！」「奉仕
活動のトップランナーになる」とします。

・重点課題

☞会員基盤の強化 会員８０名の確保

☞台北中央ロータリークラブとの姉妹クラブ友好維持と国
際大会（台湾）への参加

☞ネパールプロジェクトGGの事業推進

☞日本ロータリークラブ１００周年事業への参加

☞長期計画の策定

・この度のコロナ禍によって、戦後最大の危機に直面してい
ます。今こそロータリークラブの本領を発揮する時ではないか
と思います。

・日本ロータリー１００年、我がロータリーの５０年間の尊い伝
統を踏まえ、初心に立ち返り、「苦難は妙薬なり」の教えのも
と、「新しい心、超我の精神」で機会の扉を開き、また、「四つ
のテスト」を信条に「会員を大切に！」をテーマとして、皆様と
力を合わせ、ご指導を仰ぎながら感動の一年にチャレンジし
たいと思います。

幹事報告

●本日3日（金）例会終了後、定例理事会をポールルームＡ

にて開催しますので、理事会メンバーの方はご出席ください。

また、本日18時より八仙閣にてクラブ協議会を開催し、引き

続き前会長・前幹事の慰労会を開催しますのでご出席下さい。

●８月７日（金）第４グループガバナー補佐を囲んでの、理事、

役員、各正副委員長及び新会員は、ご出席ください。

後日案内状を送付いたします。

●ご報告ですが、本年は日本のロータリー100周年に当たり、

2700地区 古賀がバナーよりご祝儀をいただいており、ニ

コニコに納めさせていただきます。

２０２０年～２０２１年度
会長 長谷川 裕一君

・私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのために機会の
扉を開いています。
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ＩＴ・ 会報・広報委員会 委員長 磯本昌章 ： 副委員長北川忠嗣： 委員 ：川崎勝彦・池内比呂子・西 洋一・田代幸英・小林 宰

＜例会運営委員会＞
【スマイル箱】 ありがとうございました。
＜例会運営委員会 / 会員＞

佐々木健一君 一年間お世話になりました。理事会
各委員長さんには大変ご迷惑をおか
けしました。

山下 恒夫君 佐々木直前会長、松尾直前幹事お
疲れ様でした。

濱野 良彦君 長谷川会長、村瀨幹事、新しい年度
の開始をお祝い申し上げます。

石川 哲也君 佐々木直前会長先日は有難うござい
ました。長谷川会長、皆さん今期も、
どうぞよろしくお願いします。

新納 洋君 本年度、例会運営を努めさせて頂き
ます。
スマイルボックスよろしくお願い致し
ます。

深澤 良信君 早退します。

合 計 ２４，０００円

スマイル箱目標額 １，３００，０００円

累 計 ２４，０００円 達成率 １．８ ％

・今期は、「会員を大切に！」の会長のスローガンのもとに、
５つの課題に取り組んでまいります。

・姉妹クラブ提携を実現した台北中央ＲＣとの関係定着に
大事な年で、先方の周年事業、福岡での日台親善会議、
また台湾での世界大会について、早期の情報収集に心が
け計画的に進めてまいります。

・一年前、副幹事にご指名いただき、当時は幹事の役務
が頭に入らず、ただただこれは大変だな、と思っておりま
した。

・その後、幹事の役割を自覚しましたのは、当時幹事の
鬼倉さんから「クラブ奉仕の原点を求めて」という資料を
頂いた時からです。その資料にはクラブ運営の本質は
「クラブ奉仕」であって、例会運営や親睦、クラブの活動
を通じ、同じ目的を持った人をどれだけ多く育てるか、
それがロータリー活動の原点と書かれていました。

・クラブ運営に大事なことは、「“ずっと先までお役に立ち
たい、奉仕活動のトップランナーになる”という共通の考え、
思いを持った会員の集まりが福岡東南ロータリークラブで
す」と、誰もが言えるクラブを作ることだと思っています。

村瀬廣記幹事挨拶

２０２０年~２０２１年度
幹事 村瀨廣記君

・会員基盤の強化につきましては、クラブが親睦の場と
して、また様々な奉仕を通じて感謝される喜びが味わえ、
そして仕事にも結び付くことになれば、人が人を呼び、
基盤強化に繋がるものと考えています。

・クラブ奉仕委員会や例会運営員会では、会員ファースト
の企画や泥臭さと革新を織り交ぜた取り組みが進められ
る予定で、期待いただきたいと思います。

・また、当クラブの２７００地区での立ち位置が判るよう、
節目節目でデータを示し、出来ていること、出来ていない
ことをお伝えしていきたいと考えています。

・理事、委員長の皆様と共に、「これまでの活動を続けて
いくこと」と、「やめること」、「新しく始めること」、この３つ
に
仕分けし、出来ればこれらを同時に並行して進めていけ
ればと思っております。

・幹事を務めさせていただくことも、また新型コロナ禍の最
中であることも、人生またとない機会と受け止め、諸先輩
方のご指導やお叱り、また新しい発想と技術もお借りし、
これから長谷川会長をしっかり支えてまいりますので、宜
しくお願いいたします。

・ネパールプロジェクトにつきましては、まずは無事の施設
工事の着工を目指し、しっかりと対応していきます。

新旧会長・幹事
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７月３日、第一回クラブ協議会を、佐々木前会長、松尾前幹事の慰労会を兼ね、

八仙閣本店にて開催致しました。

当日は、雨の中、２４名の方々の出席で、今期の取り組みへの抱負と、佐々木さん、

松尾さんへのこの一年間のねぎらいの言葉をいただきながら、また、浅野会員にも

ご出席をいただき、大いに盛り上がった会となりました。

佐々木さんは、当日の例会を忘れるほどの脱力感でも、フェースシールドを付けた

ままの記念撮影などお茶目な心を忘れず、一方、松尾さんは、慰労会でも引継ぎを

忘れない実直さは変わらず、クラブ運営に対するこのバランス感覚に最後まで考え

させられる一日となりました。

佐々木さん、松尾さんに感謝！

（村瀨幹事）

第一回クラブ協議会の開催


